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本検討の位置づけ

工場北西域土壌汚染対策

パイロット工事 2011年１～３月施工実施、５月報告会実施

試験の結果、広域に及ぶ処理の困難さを認識

薬剤浸透箇所は不溶化確認

→薬剤の地盤浸透性の改良必要

薬剤改良

施工テスト

薬剤の地盤浸透性改良を検討、試験室試験実施

○検討改良手法

薬剤（酸化鉄粒子）の微粒化

薬剤スラリーの粘性低下

小規模テスト等の現地施工の実施

施工方法、規模、場所等につき要検討



１．薬剤（ＦＢスラリー自社剤）粒子の微細化

・試験目的 スラリー（粒子懸濁液）の地盤浸透性改良

・改良手段 ビーズミル機械的分散による粒子微細化

・粒度目標 d50(平均) ２μm↓、dmax(最大)１０μｍ↓

ビーズミルの構造

ビーズミルの概観

（ベッセル取り外し状態）

運転条件

・試験結果

FB酸化鉄粒子の粒度分布

試験前

試験後

粒度目標達成
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２．新ＦＢスラリーの地盤浸透性評価

・試験目的 ビーズミル微細化新FBスラリーの地盤浸透性向上の確認

浸透試験装置

浸透試験結果

地盤浸透性向上を確認

浸透状況（１時間後）

新

FB
従来

FB

元FB材スラリー濃度約20wt%

試験時約2wt%（20g/L）

FBスラリースラリースラリースラリー浸透液浸透液浸透液浸透液

カラム高さ50ｃｍ 試験後コア

（均一に浸透）



３．新ＦＢスラリーの重金属吸着特性

・試験目的

新FB材の重金属
吸着性能の確認

重金属吸着性能

が従来品と遜色

ないことを確認



４．微細化に伴う粘度増加対策（分散剤検討）

粘度低下効果が大きいのは分散剤A、B 、 1～1.5％添加で目標粘度を達成

分散剤添加で重金属不溶化性能は低下、但し1％では添加なし とほぼ同等

・試験目的 粒子微細化に伴い増加した粘度の低減 粘度は地盤浸透性の重要な因子

・改良手段 分散剤の添加 スラリーの安定性（粒子の沈降防止）の観点からも必要

・改良目標 粘度10mPa･s↓、 重金属吸着不溶化性能への影響なし

FBスラリー濃度と粘度の関係
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FB 10kg/m3



５．今後の課題

１）FBスラリーについて

粘度低減及びスラリー安定性（沈降防止、容易な再分散）の改良が必要

分散剤の添加が必須（分散剤の種類、添加量最適化の詳細な検討を実施）

・分散剤選定の検討ポイント

粘度低下性、スラリー安定性、重金属吸着不溶化性能への影響

安全性、コスト 等

２）施工テストまでの進め方、課題について

・スラリーの適正濃度

・地盤中のFB濃度（FB材／土壌）のコントロール方法

・施工方法、規模、場所

今後検討を行い、環境専門委員会分科会等で審議

※資料提供、試験協力、試験実施
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株式会社大林組

株式会社間組 （敬称略）


